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飼料用米給与時における鶏の暑熱感作応答



















脂: 6%）ならびに籾米飼料 2 種：標準 ME 籾米飼料（ME: 3.1 kcal/g、油脂含量: 11%）、
低 ME 籾米飼料（ME: 2.8 kcal/g、油脂含量: 6%）を通常温度環境下で初生から 4 週間
給与し、体重を測定した。次に対照ならびに低 ME 籾米飼料を給与し、3 週齢時に急性
（33℃、12 時間）もしくは慢性暑熱（33℃、6 日間）感作し（対照温度 24℃）、増体量
と生体反応（酸化ストレス、腸管形態、炎症反応）を調べた。第二部：慢性暑熱感作時
（33℃、7 日間）の増体量と生体反応（先の項目に加え血中内毒素濃度）に対する、飼
料中油脂含量の差異（標準 ME と低 ME 籾米飼料の比較）ならびに籾殻の有無（籾米
と玄米の比較）の影響を調べた。第三部：対照、標準 ME 籾米および玄米飼料給与が暑
熱感作時の増体重、生体応答、腸内細菌変化（網羅的 16S-rRNA 配列解析）におよぼす
影響を調べ、さらに標準 ME 籾米飼料へ Tre 0.5 もしくは 1.5％添加し、暑熱感作時の
成長低下と生体応答変化に対するその緩和効果を調べた。  




た。第二部：慢性暑熱感作時における標準 ME 籾米飼料給与は、低 ME 籾米ならびに
玄米飼料給与と比較して、増体量が低下し、腸管と肝臓におけるストレス反応の亢進
が認められたため、飼料中の高い油脂含量と籾殻が負の効果に関連する要因であると
考えられた。第三部：慢性暑熱感作時の標準 ME 籾米飼料給与による成長低下は、ま
ず腸管のストレス反応が亢進し、バリア機能が低下することで内毒素が血中へ流入し、
これが肝臓で作用することで、成長が低下したと考えられた。また、回腸の細菌叢変化
が腸管のストレス反応亢進と関連する可能性も示唆された。なお、標準 ME 籾米飼料
への Tre 0.5％添加により暑熱感作に伴う成長低下およびストレス反応亢進を緩和する
ことができた。本研究は、飼料用米の家禽産業への積極的利用を加速させていく上で
重要な情報を提供し、将来における国産飼料自給実現に資すると考えられる。  
